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概要
近年，観察・実験に対して苦手意識や不安を抱えている教員が少なくない。また，危険を予測したり直面
する危険に対して的確に判断し行動できたりするような教育に対する要望も強い傾向にある。このような課
題への対応として，本学の教育学部生がもっている，理科室で行われる活動に対する“潜在的危険に対する
危機意識”の実態を明らかにするとともに，その結果に対応した授業を展開し，教育現場で的確に対応でき
る人材育成を図っていく必要がある。
そこで，本研究では，現在の小学校理科の実態を反映した，危機意識に関する実態調査を行うための新た
な KYTシートの作成に取り組んだ。
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Abstract
In recent years, there aren't few teachers who hold weak point consciousness and anxiety to observation and an ex-
periment. There is also the strong demand for the education that predict danger, and can judge and act properly against 
the dangers faced. As correspondence to such problems, it is necessary to clarify the actual situation of the crisis aware-
ness against potential hazards for the activities in the science room that university students of the faculty of education 
at our university have, develop the class corresponding to the result, and plan the personnel training that can support 
precisely in an educational front.
 Therefore, in this research, I worked on the development of the new “Kiken-Yochi” (=hazard prediction) Training 
sheets (KYT sheets) intended to investigate crisis awareness that refl ected the actual situation of current elementary 
school science.
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１．はじめに
本学をはじめ教員養成系大学の使命のひとつとして，教育力や実践力を身に付けた人材を育成し，学校現
場に送り出すことを挙げることができる。そして，その学校現場では，近年実施された様々な調査から，理
科の指導や観察・実験の技能などに苦手意識や不安を抱えている教員が少なくないという結果が報告され，
課題となっている（例えば，科学技術振興機構，2009；千葉市教育センター，2011）。また，春日・森本（2016）
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は，小学校理科実験における事故は少なくなく，事故を減少させるためには教師自身の実験技能の向上や指
導力を高める手立て，さらには児童の危険認識力や危険回避能力を高める工夫も図っていくことが重要であ
ることを提言している。
これに対しては，これまでも，「小学校理科の観察，実験の手引き」（文部科学省，2011）をはじめ多くの
書籍類が発行され，教員の苦手意識を取り除き，理科の指導力を向上させるとともに，観察・実験が安全で
充実したものとなるような取り組みが行われてきた。また，関係機関による同様の趣旨の研修会も数多く開
催されている。本学でも，現在，教育学部 1年生を対象とした「初等理科Ⅱ」において，観察・実験に関わ
る技能の習得や安全管理，危機意識の醸成等を図っているところである。
一方，近年では，学校生活だけでなく，地震や台風などの自然災害を含めた日常生活の中に潜む様々な危
険を予測したり，直面する危険に対して的確に判断し行動できたりするような教育が重要であるという意識
が高まり，いわゆる安全教育に対する要望がますます強くなっていく傾向がある。そこで，本学の教育学部
生がもっている，理科室で行われる小学校理科の活動に対する“潜在的危険に対する危機意識”の実態を明
らかにするとともに，その結果に対応した授業を展開し，教育現場で的確に対応できる人材育成を図ってい
くことが重要と考え，研究に取り組むことにした。
本稿では，その実態把握に向けて考案，作成した調査用紙について報告する。
２．目的
これまで，安全意識や危険予知等に関わる調査や，各種安全教育，危険予知訓練，観察・実験に関する研
修等において，対象とする場面の様子をイラストで表した資料が用いられる場面は少なくない。また，その
イラストで構成された資料には，「hazards drawing」「危険予知シート」「危険予知訓練シート」「危険予知
トレーニング図版」「KYT（危険予知トレーニング）シート」「KYTシート」「危険場面図」「危険図」など
の表記が使われている。これらの資料はそれぞれ表記は異なるものの，イメージ的には同じような内容を反
映しているように見受けられ，さらに，調査や教育活動，研修等においては同様の趣旨で使用されていると
考えられる。そこで，本研究では，引用部分ではそれぞれオリジナルの表記を使用するが，特に区別を要し
ないと思われる場面では「KYTシート」と表記し，表記の違いによる区別化はしないことにした。そして，
今回の実態調査において使用する調査においても，上述のようなイラスト資料を使用することにし，また，
その表記には「KYTシート」を用いることにした。
前述のように本研究の目的は，まず，本学の教育学部生がもっている，理科室で行われる小学校理科の活
動に対する“潜在的危険に対する危機意識”の実態を明らかにすることである。次に，その結果から，本学
における授業内容や授業方法の改善化に取り組んでいくことである。さらには，現職教員を対象とした研修
活動おける KYTシートの活用等にも取り組んでいきたいと考えている。
以上のように，本稿では，「理科室で行われる小学校理科の活動を対象とした“潜在的危険に対する危機
意識”調査を目的とした KYTシートを考案し，作成する」ことを目的とした。
３．方法
上記の目的に迫るために，まず，KYTシートの活用事例について，理科との関わりが深いものを中心に
調べ，今回作成する KYTシートの内容や構成，活用方法，さらには実態調査の行い方，結果の分析や考察
の視点等の参考にすることにした。次に，取り上げる活動場面および設定する危険事項について検討しなが
ら全体構成を考案し，作成に取り組むことにした。
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３．１　KYTシートの活用事例
３．１．１　実態調査および危険予知訓練関係
中村（1980）は，加熱しながらホウ酸を水に溶かしている実験の様子を表した hazards drawingを自作し，
27箇所設定した危険事項に対して小学 3年～高校 3年がどの程度気付くかを調査した。その結果，hazards 
drawingが安全意識の実態調査に利用できるほか，安全教育の教材や教員養成研修機関の教材として，また
教員研修用資料として活用できることを提言した。この自作資料が，その後の研究活動で利用されたり参考
とされたりしている場面は少なくない。例えば，藤井・山田（1983）は，中村（1980）の自作資料をそのま
ま使用して，大学 1～ 4年，および現職教員を対象に調査研究を行っている。また，松嶋（2015）は，中村（1980）
のものを参考に危険箇所を数箇所に減らした自作の Hazards drawingを作成し，大学生を対象とした調査研
究を行っている。
上記の内容は理科室での化学実験を対象としたものであるが，延原（2007）は，化学実験場面のほかに野
外での地学実習も対象とした 2種類の危険予知シートを作成し，大学 2～ 4年生を対象とした危険意識調査
結果，ならびに危険予知訓練シートとしての活用について報告している。
理科関係だけでなく，授業場面以外の活動や他教科での活動を対象とした調査等においても KYTシート
は利用されている。
例えば，村越（2006）は，飯ごう炊飯とハイキング場面を表した 2種類の危険予知トレーニング図版を用
いて，小学校 4年および 6年を対象とした調査を行っている。また，技術（木工），体育（マット運動），理
科（地学実習）場面の 3種類の KYT（危険予知トレーニング）シートを用いて中学生と大学生とを対象に
調査をし，両者を比較した研究も行われている（村越ほか，2013）。
このほかにも，医療機関や労働現場での活用も見受けられる。例えば，丸山ら（2008）は，看護学生が医
療現場で臨地実習を行う前に実習で体験しうる事例を用いた KYTを行い，学生のリスク感性の高まりに効
果があったことを報告している。また，広兼ら（2010）は，製造業現場や交通安全，医療現場，学校教育現場，
建設現場におけるKYTシートの活用等を取り上げ，広い視点から安全教育の実態を報告している。その中で，
KYTは課題の中で危険を発見する参加型の教育手法で高い効果が期待でき，小学校～大学などにおける継
続した KYTの導入が必要であるとともに，一方，マンネリ化に対する注意も必要であるといった内容に触
れていることにも留意したい。
３．１．２　研修会および児童・生徒への指導関係
中村（1980）の自作資料をもとに描き直された KYTシートが，理科関係の研修会資料等で利用されてい
る場面も少なくない。
例えば，川崎市総合教育センターの「理科実験安全指導の手引き」には，教員研修や児童・生徒の指導へ
の活用を目的として，危険場面を 24箇所に変更した内容のものが危険場面図として掲載されている（松井
ほか，2012）。同様に，岩手県立総合教育センター主催の小学校理科支援員研修講座（科学講座）の資料（岩
手県立総合教育センター，online）には，描き直されたものが危険図という表記で掲載されている。また，
千葉市教育センター主催の小学校教員を対象とした研修会用テキスト「超基本！理科室での安全指導ガイド」
（千葉市教育センター，2012）には，描き直されたものが hazards drawing（危険図）という表記で掲載され
ている。さらに，児童・生徒への指導に直接利用できる教材として北海道立教育研究所附属理科教育センター
からWeb発信されているハンズオン教材「実験まちがい探し」（北海道立教育研究所附属理科教育センター，
online）にも，描き直されたものが使われている。
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表１　教科書やおもな KYTシートに見られる危険場面の一覧
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３．２　KYTシートの内容・構成
３．２．１　危険場面の設定
現在使用されている教科書には，安全指導に関わる表記が紙面上に赤字で書き込まれるなど，児童・生徒
および指導者に注意を働きかけている。掲載されている内容は，すべての教科書でほとんど共通していると
考えられることから，今回は東京書籍（2014）に掲載されているものを代表として扱うことにした。その内
容や大日本図書の webページに紹介されている掲示用資料（大日本図書株式会社，online），これまで作成
されたおもな KYTシートに設定されている危険場面の内容をまとめたのが表 1である。208の指摘箇所を
83種類の内容に整理することができた。
小学生が理科の授業で取り組む活動は，観察，実験，ものづくり活動等，その内容や場面は多岐にわたっ
ている。また，春日・森本（2016）によると，6年生「燃焼の仕組み」「水溶液の性質」，4年生「金属，水，
空気と温度」での事故が多く発生している。そこで，紙面の大きさや調査に要する時間を配慮するとともに，
表 1や上記の事故発生場面，ならびに私自身の小学校現場での経験を参考にして，理科室で行われる活動に
表 2　KYTシートに設定する危険場面の内容
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絞り込み，その危険場面の内容を表 2のように 26箇所設定した。
その際，下記の点に留意した。
○ 最近の小学校で行われている実際の実験の様子から，加熱器具にはアルコールランプに代えて実験用コ
ンロを使用する。
○ 活動の様子をわかりやすくするために，一つの場面にすべてを設定するのではなく，二つの場面に分け
た構成にする。
○ これまでほとんど取り上げられていないが，経験上注意の必要な「メスシリンダー」を扱った場面を設
定する。
これらは，今回作成した KYTシートの特徴として挙げることができると考える。
３．２．２　KYTシートの作成
設定した 26箇所の具体的な活動場面に関連した対象単元および場面を表 3に示した。各単元における学
習活動の様子を具体的にイメージするとともに，場面構成等も考慮しながら，表 2の項目を入れ込んだラフ
スケッチを作成した。そして，理科関係資料の作成に関わられた経験のあるイラストレーターの方に依頼し
て，KYTシートを製作していただいた。
４．結果および今後の取組
図 1は，実態調査用の KYTシートに表 2の 26の指摘箇所を書き加えたものである。そして，実際の実態
調査では，A3横の用紙を用いて，その左側半分には指摘箇所の書き込まれていないオリジナルの KYTシー
トを，また右半分には左側の図で危険だと思った箇所についてのコメントを記入できる欄を印刷した用紙を
配布して使用した（写真 1）。
現在，継続して調査をしているところであり，その結果についてはあらためて報告する予定である。さら
に，現職教員を対象とした研修活動おける活用等にも，今後取り組んでいきたいと考えている。
第４学年 「電気のはたらき」
 「とじこめた空気と水」
 「水のすがたと温度」
 「物のあたたまり方」
第５学年 「物のとけ方」
第６学年 「てこのはたらき」
 「水溶液の性質とはたらき」
運　　搬 
机上の環境
表３　対象となる単元等一覧
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図１　作成した KYTシート（含：危険箇所）
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